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持続的社会のᐇ現に向けた土ተởᰁや生態系、㜵⅏などのᅜ土基┙をᨭえる役๭もᮇᚅされている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸳㸬㒔ᕷ計画論における科学ᢏ⾡の役๭とス࣐ートࢩティの展望 

ձ 㒔ᕷ計画論と科学ᢏ⾡ 

㏆現代の㒔ᕷ計画論は、㒔ᕷのᢪえるၥ題に対して「㒔ᕷと㎰ᮧ」「コࢽ࣑ࣗティと自動㌴社会」と

いった相対する要⣲の結ࡧ௜きや、「高さと㒔ᕷ機能」といったᚑ来になかった結ࡧ௜きを配⨨計画に

⧊り交ࡐてゎ消しているが、その要は特Ṧなఱかではなく、合理的でᶓ展㛤が可能な科学ᢏ⾡により᭦

新されたインࣇラのᏑᅾが確認できる。また、ᅜの全య計画のኚ㑄からは、科学ᢏ⾡はᙜึはࣔࣅリテ

ィと⏘業࡬の関与が㢧ⴭであったが、௒日では㒔ᕷ基┙・ᅜ土基┙の୧インࣇラの多様化とイノ࣋ーࢩ

ࣙン志向が㉳きており、そこに科学ᢏ⾡࡬のᮇᚅがうたࢃれている。 

 

ղ ス࣐ートࢩティの展望 

 ㏆年、科学ᢏ⾡をより一ᒙ㒔ᕷづくりに用いるス࣐ートࢩティ

構᝿がୡ⏺ྛᆅで展㛤されている。ᙜึは低Ⅳ⣲社会のᐇ現に向

けて ICT を新たな㒔ᕷインࣇラとする動きが見られたが、ICT そ

のものが多くの㡿域に展㛤されていることから、ス࣐ートࢩティ

においても新しい「社会インࣇラ」をᥖࡆて、ࢧーࣅスの多様化

と」合化をᅗる₻流にある。 

ただし、インࣇラは㒔ᕷをᨭえる基┙であるが、持続的なᡂ㛗

の全てを担うものではなく、᪤ᡂの㒔ᕷではインࣇラの上でなさ

れるᆅ域活性化࡬のヨ行㘒ㄗによって㒔ᕷの㨩ຊを๰出している。 

科学ᢏ⾡により多様化する「社会インࣇラ」は、㒔ᕷの様々なᣮ

ᡓを可能にする。そこに㈼くᡂ㛗するための仕⤌ࡳを重ࡡること

が௒ᚋのス࣐ートࢩティの㒔ᕷづくりのᕪ別化にồめられる。 
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２㹆㸯㸮 

エネルギーၥ題とᆅ⌫環境の㛗ᮇ展望 

 

 
 （ᘯᒸ正明㸦テクノ⤒῭研究ᡤ ۑ

 
9/4㹄  

 
᫖年のᮾ日本大㟈⅏を境に日本の環境は大きくኚ化した。エネルギーၥ題に対する懸念が増ᖜし、特

に原子ຊ࡬の୙安とᣄྰ཯ᛂが大きなうࡡりとなってᬯ㞼をもたらしている。௒ᚋのエネルギーၥ題を

見┤し、その㛗ᮇ展望がᨵめてᚲ要である。また、ᆅ⌫環境ၥ題も῝้さを῝めてきており、௒ᚋの対

ᛂがồめられている。そこで、エネルギーၥ題とᆅ⌫環境の㛗ᮇ展望をᨵめて᳨ウする。特に石Ἔ資源

がそのࣆークを過ぎて、減⪖の時代にධっていることから、௒ᚋの⬺石Ἔの対ᛂをどうするのか、この

ၥ題は㑊けて通れない。また、ᆅ⌫のேཱྀのຍ㏿ᗘ的な増大とともに、ᆅ⌫環境がḟ➨に῝้となり、

二㓟化Ⅳ⣲ၥ題をྵめてᢤ本的な対ᛂがᚲ要である。これらのㅖၥ題に対して㛗ᮇ的な展望をヨࡳる。 

 

㸯㸬石Ἔ資源の展望と課題 
 現代社会は石Ἔₕけのୡ⏺であり、石Ἔなしにはᡂり❧たない。しかし、その資源㔞についての༴機

感はᴟめてⷧく、現代社会はこのことに㡻╔せず、ₔ然と過ࡈしているとゝࢃざるを得ない。石Ἔはᴟ

めてᕼ少資源であり、ᅗ 1に♧すように、その࡯とࢇどが 1.3൨年๓௨㝆の白ள⣖に生ᡂしたものであ

り、㐜くとも➨ 3⣖の 2,000 ୓年๓までに生ᡂしたもので、それ௨๓にもそれ௨ᚋにも生ᡂされたこと

がないᴟめて特異な、ᕼ少資源である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ᅗ 1 石Ἔの㝈定的生ᡂ時ᮇ 

 
⨨を知ることによって、⥲᥇᥀可能㔞をண できるこがࢃかった。このHubbert peakのၥ題はDeffeyes 
K.S.によってヲ⣽にゎ明された。さらに、Heinberg R.が͂ The Party’s Over – Oil, War and the Fate of 
Industrial Societies’, Clairview Books (2003)と題して、௒ᚋの石Ἔၥ題がどう展㛤するのか、そのヲ

⣽を論じている。その中で、ᅗ 2 は Campbell がୡ⏺の石Ἔの⏘出と消費のᑗ来動向をヲしくண し、

すでにࣆークが過ぎた現ᐇを┤どす࡭きだと論じた資料である。すでに石Ἔが減⪖の時代にධったこと

はかなり῝้なၥ題であり、そう㐲くないᑗ来にᢤ本的な対策がᚲ要となる。ではどࢇなゎỴ策がある

のか㸽その対᱌として自然エネルギーをᣲࡆる向きがあるが、現ᅾ౑用している石Ἔと同等の㔞と価᱁

を自然エネルギーにᮇᚅすることはできない。特にၥ題なのは、自然エネルギーのエネルギー得⋡、EPR
㸦Energy Profit Ratio、エネルギー⏘出エネルギーと฼用可能エネルギーのẚ⋡）がⴭしく低いことで、 

その石Ἔのᕼ少性をッえ、すでにࣆークを過

ぎた現ᅾ、ᛴ㏿に減⪖が㐍ࡴ⾶㏥ᮇにあると

いう認識がᚲ要である。そのことをᙉくッえ

て来たのが、Campbell,C.であり、Ḣᕞでᙼの

主ᑟする ASPO㸦Association for the Study of 
Peak Oil）が精ຊ的に᳨ウを㐍めてきた。そ

の結果、ୡ⏺の石Ἔᇙ蔵㔞はすでに 2006 年に

ークを過ぎてしまい、現ᅾはḟ➨に減⾶すࣆ

る⾶㏥ᮇにධっているということである。そ

の᰿ᣐとしたのが Hubbert peak のᴫ念であ

る。1971 年にア࣓リカのᆅ㉁学者、King 
Hubbert が、ア࣓リカの石Ἔ資源のᇙ蔵㔞を

調࡭た結果、᥇᥀のࣆークを過ぎて、減⪖に

㌿ずる⤒過が、対⛠ᙧの㔮㚝ᆺとなり、その

ークの఩⨨を知ることによって、⥲᥇᥀可ࣆ

能㔞をண できることを発見した。このࣆー

クを Hubbert peak とゝい、そのࣆークの఩ 
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             ᅗ 1 ୡ⏺の石Ἔ生⏘動向と Hubbert peak1) 

 
 
 
                  ᅗ 2 ୡ⏺の石Ἔ生⏘動向と Hubbert peak 
 
ある。石Ἔの EPR は᫇は 100 を㉸えていたが、ᡓᚋ 20 వりとなり、現ᅾは 8 ⛬ᗘである。これは石

Ἔの減⪖にకい、᥇᥀᮲件がḟ➨にཝしくなってきているためである。一方、Ỉຊ発㟁は 15 あり、原

子ຊは 17 と高い。これは࢞スᣑᩓ法㸦6.6）と㐲心⃰⦰法㸦28.2）のᖹᆒ್であり、そのᚋウラン⃰⦰

ᢏ⾡が㐍ࡳ、全㔞が㐲心⃰⦰法となり、さらにᢏ⾡が㐍ࡳ、プラントの㐠㌿の✌働⋡などの᮲件がᨵၿ

されれ40、ࡤ を㉸えることも୙可能ではなく、大ᖜにᨵၿされるవᆅをṧしている。一方、自然エネル

ギーの EPR は、ኴ㝧ගで 2 ⛬ᗘ、Ἴຊ 1.9、₻ຊ 2.5、ᾏὒ ᗘᕪ発㟁で 1.9 などとⴭしく低い。これ

らの状ἣから、ᑗ来の石Ἔの代᭰エネルギーとしては原子ຊエネルギーが最も᭷ຊなものと考えなけれ

ならない。しかし、௒ᅇの⚟ᓥ原子⅔のቯ⁛的なᔂቯ事ᨾで原子⅔に対する␲ᝨと཯発はⴭしく高まࡤ

っている。それではどうするのか㸽ᨻᗓᙜᒁとして௒のところලయ的な対᱌を未だに♧すことができな

いでいるのが現状である。 
 
㸰㸬࣏スト石Ἔ資源の展望と課題̺原子ຊエネルギー࣊のᮇᚅとㅖၥ題 
 石Ἔに代ࢃる㔞と㉁をഛえたエネルギー資源としては原子ຊエネルギーしかないといっても、⚟ᓥ原

発事ᨾと同じ原子ຊ発㟁方法をそのまま受けධれることはできないから、どうするのかලయ的代᱌がᚲ

要である。これまでの原発事ᨾでは⅔心⁐⼥が㉳こることで⮴࿨的な事ᨾになっている。では⅔心⁐⼥

が㉳こらない原子ຊᢏ⾡というものがあるのかといえࡤ、それはトリウ࣒⁐⼥ሷ⅔にồめることができ

る。トリウ࣒⁐⼥ሷ⅔というのは、ウランの代ࢃりにトリウ࣒を用いる原子⅔のことであり、1950年代

にア࣓リカ、エネルギー┬㸦DOE）が㛤発し、1960 年代にᐇド㐠㌿がᡂຌしたᐇ験⅔である。そのᐇ験

⅔は 1965 年に⮫⏺に㐩し、69 年 12 ᭶まで↓事ᨾで 26,000 時間の㐠㌿ᐇ⦼を✚ࢇで、ᡂຌ⿬に⤊஢し

た。しかしそのᡂ果が᥇用に⮳らなかったのは、すでにウラン原子ຊ発㟁ᡤが 1966年から 1974年にか

けて建タࣈー࣒になっていたことがある。日本では、1979年、༡ᴟ㉺෤㝲㛗でもあったி大のすᇼᰤ୕

郎ᩍᤵが「原子ຊエネルギー㛤発の新方向」と題して、トリウ࣒⁐⼥ሷ⅔が⅔心⁐⼥の㉳こらない理᝿

的な⅔であることを指᦬していた㸦1979 年 7 ᭶、日本工業೜楽部 206 ᅇ⏘業ㅮ₇会）。ᙜ時、すᇼはᚑ

来のウラン軽Ỉ⅔には多くのၥ題があると指᦬、特に 1979 年 3 ᭶に㉳こった⡿ᅜスリー࣐イルᓥの原

子⅔事ᨾ㸦レ࣋ル㸳）をゎ析し、ウラン原子⅔のၥ題Ⅼをゎ明、トリウ࣒⁐⼥ሷ⅔が⅔心⁐⼥の㉳こら

ないඃれた原子⅔であることをᙉ調した。すᇼが指᦬したウラン軽Ỉ⅔のၥ題Ⅼとは、㸯）➨一に⅔心

を流れる෭༷Ỉが 150 Ẽᅽという高ᅽで流れていることである。スリー࣐イルᓥでの事ᨾはこのຍᅽჾ

にある安全ᘚが㛢まらなかったことによって㉳こった。㸰）➨二に、⇞料Წの中心 ᗘが 2000Υという

高 になるのに対して、それを྾཰する෭༷Ỉは 150 Ẽᅽに高めても 300Υが㝈ᗘで、大きな⇕ギャッ

プがᏑᅾするということである。この⇕ギャップが⇕⭾ᙇを㉳こして、事ᨾの原因となる。 

そのᚋ、1986年 4᭶にウクライࢼのチ࢙ルノࣈイリ事ᨾ㸦レ࣋ル㸵）が㉳こり、ウラン原子⅔の༴㝤

性がᨵめて見┤されることとなった。このၥ題は⚟ᓥの原子⅔事ᨾで対ᓊのⅆ事ではなくなり、日本で

も原子ຊ発㟁࡬の⃭しい᢬ᢠがⱆ生えた。しかし、このような状ἣୗでもࣇランスは原子ຊ౫Ꮡ性 70㸣

ྎを⥔持し、ドイࢶは原発౫Ꮡ性ࢮロをỴ定したが、ࣇランスからの㟁ຊ⼥通を受けるᶒ฼を␃保して

いる。ア࣓リカは最㏆になって原子ຊ発㟁ᡤの建タ෌㛤をỴ定した。このようなୡ⏺の動きは、エネル

 



― 809―

2 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
             
             ᅗ 1 ୡ⏺の石Ἔ生⏘動向と Hubbert peak1) 
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ある。石Ἔの EPR は᫇は 100 を㉸えていたが、ᡓᚋ 20 వりとなり、現ᅾは 8 ⛬ᗘである。これは石

Ἔの減⪖にకい、᥇᥀᮲件がḟ➨にཝしくなってきているためである。一方、Ỉຊ発㟁は 15 あり、原

子ຊは 17 と高い。これは࢞スᣑᩓ法㸦6.6）と㐲心⃰⦰法㸦28.2）のᖹᆒ್であり、そのᚋウラン⃰⦰

ᢏ⾡が㐍ࡳ、全㔞が㐲心⃰⦰法となり、さらにᢏ⾡が㐍ࡳ、プラントの㐠㌿の✌働⋡などの᮲件がᨵၿ

されれ40、ࡤ を㉸えることも୙可能ではなく、大ᖜにᨵၿされるవᆅをṧしている。一方、自然エネル

ギーの EPR は、ኴ㝧ගで 2 ⛬ᗘ、Ἴຊ 1.9、₻ຊ 2.5、ᾏὒ ᗘᕪ発㟁で 1.9 などとⴭしく低い。これ

らの状ἣから、ᑗ来の石Ἔの代᭰エネルギーとしては原子ຊエネルギーが最も᭷ຊなものと考えなけれ

ならない。しかし、௒ᅇの⚟ᓥ原子⅔のቯ⁛的なᔂቯ事ᨾで原子⅔に対する␲ᝨと཯発はⴭしく高まࡤ

っている。それではどうするのか㸽ᨻᗓᙜᒁとして௒のところලయ的な対᱌を未だに♧すことができな

いでいるのが現状である。 
 
㸰㸬࣏スト石Ἔ資源の展望と課題̺原子ຊエネルギー࣊のᮇᚅとㅖၥ題 
 石Ἔに代ࢃる㔞と㉁をഛえたエネルギー資源としては原子ຊエネルギーしかないといっても、⚟ᓥ原

発事ᨾと同じ原子ຊ発㟁方法をそのまま受けධれることはできないから、どうするのかලయ的代᱌がᚲ

要である。これまでの原発事ᨾでは⅔心⁐⼥が㉳こることで⮴࿨的な事ᨾになっている。では⅔心⁐⼥

が㉳こらない原子ຊᢏ⾡というものがあるのかといえࡤ、それはトリウ࣒⁐⼥ሷ⅔にồめることができ

る。トリウ࣒⁐⼥ሷ⅔というのは、ウランの代ࢃりにトリウ࣒を用いる原子⅔のことであり、1950年代

にア࣓リカ、エネルギー┬㸦DOE）が㛤発し、1960 年代にᐇド㐠㌿がᡂຌしたᐇ験⅔である。そのᐇ験

⅔は 1965 年に⮫⏺に㐩し、69 年 12 ᭶まで↓事ᨾで 26,000 時間の㐠㌿ᐇ⦼を✚ࢇで、ᡂຌ⿬に⤊஢し

た。しかしそのᡂ果が᥇用に⮳らなかったのは、すでにウラン原子ຊ発㟁ᡤが 1966年から 1974 年にか

けて建タࣈー࣒になっていたことがある。日本では、1979年、༡ᴟ㉺෤㝲㛗でもあったி大のすᇼᰤ୕

郎ᩍᤵが「原子ຊエネルギー㛤発の新方向」と題して、トリウ࣒⁐⼥ሷ⅔が⅔心⁐⼥の㉳こらない理᝿

的な⅔であることを指᦬していた㸦1979 年 7 ᭶、日本工業೜楽部 206 ᅇ⏘業ㅮ₇会）。ᙜ時、すᇼはᚑ

来のウラン軽Ỉ⅔には多くのၥ題があると指᦬、特に 1979 年 3 ᭶に㉳こった⡿ᅜスリー࣐イルᓥの原

子⅔事ᨾ㸦レ࣋ル㸳）をゎ析し、ウラン原子⅔のၥ題Ⅼをゎ明、トリウ࣒⁐⼥ሷ⅔が⅔心⁐⼥の㉳こら

ないඃれた原子⅔であることをᙉ調した。すᇼが指᦬したウラン軽Ỉ⅔のၥ題Ⅼとは、㸯）➨一に⅔心

を流れる෭༷Ỉが 150Ẽᅽという高ᅽで流れていることである。スリー࣐イルᓥでの事ᨾはこのຍᅽჾ

にある安全ᘚが㛢まらなかったことによって㉳こった。㸰）➨二に、⇞料Წの中心 ᗘが 2000Υという

高 になるのに対して、それを྾཰する෭༷Ỉは 150 Ẽᅽに高めても 300Υが㝈ᗘで、大きな⇕ギャッ

プがᏑᅾするということである。この⇕ギャップが⇕⭾ᙇを㉳こして、事ᨾの原因となる。 

そのᚋ、1986年 4᭶にウクライࢼのチ࢙ルノࣈイリ事ᨾ㸦レ࣋ル㸵）が㉳こり、ウラン原子⅔の༴㝤

性がᨵめて見┤されることとなった。このၥ題は⚟ᓥの原子⅔事ᨾで対ᓊのⅆ事ではなくなり、日本で

も原子ຊ発㟁࡬の⃭しい᢬ᢠがⱆ生えた。しかし、このような状ἣୗでもࣇランスは原子ຊ౫Ꮡ性 70㸣

ྎを⥔持し、ドイࢶは原発౫Ꮡ性ࢮロをỴ定したが、ࣇランスからの㟁ຊ⼥通を受けるᶒ฼を␃保して

いる。ア࣓リカは最㏆になって原子ຊ発㟁ᡤの建タ෌㛤をỴ定した。このようなୡ⏺の動きは、エネル
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ギー資源の原子ຊ౫Ꮡ性を↓どできない状ἣを明確に♧している。その中で日本はどうするのか、㛗ᮇ

的なࢼࢩリ࢜సりを㏕られている。そのゎỴ策はウラン原子⅔ではなく、トリウ࣒原子⅔を㑅ࡪ㑅ᢥ⫥

が၏一ṧされた対ᛂではないか。さもなけれࡤ、日本のエネルギーᨻ策はいずれ◚⥢する㐠࿨にある。 

 

㸱㸬ᆅ⌫環境とேཱྀ・㣗⣊ၥ題 
 ᆅ⌫環境ၥ題はこれからの一␒῝้で、重大なၥ題であるとᛮࢃれる。ᆅ⌫のேཱྀは 2100 年ࡈろま

で増ຍし続け、2010 年に 70 ൨を㉺えたࡤかりだが、2100 年には 100 ൨ேを㉸えるとண されており、

ᆅ⌫のキャパࢩティーを上ᅇるఙࡧを♧し、すでに自らをᚊするไᚚ能ຊがኻࢃれている状態である。

しかし、ᆅ⌫の⪔ᆅ㠃✚は、ᡓᚋ 15൨ haとࡰ࡯㝈⏺に㐩し、もはやᣑ大のవᆅはṧされていない。ࣈ

ラジルの᳃ᯘをఆ᥇すれࡤ多少のవᆅはあることになるが、᳃ᯘ資源のこれ௨上の減少はఱとしても㑊

けなけれࡤならない。それどころか、ᆅ⌫の⪔ᆅはḟ➨にຎ化しつつあり、◁₍化が㐍ࡳ、㢗ࡳの⡿ᅜ

でもᆅ࿡のຎ化はそう࡭くもない状ἣにある。 

ᆅ⌫の₯ᅾ的可⪔ᆅ㠃✚は 30 ൨࣊クタールであるが、ᐇ㉁の⪔ᆅ㠃✚は 15 ൨࣊クタールで、この

30 年の間これを上ᅇることはできないできた。しかし、ୡ⏺の✐≀生⏘㔞は 1970 年の 11 ൨トンから

2006 年には 21 ൨トンに増大し、生⏘性の向上でఱとか㟂要の増大が㈥ࢃれてきた。これからもேཱྀの

増大が続くから、一ேᙜたりの⪔ᆅ㠃✚は減少の一㏵であり、多少の㎰業のᢏ⾡㠉新はあっても、㣗料

事情はかなりの࣌ースでᛴ㏿にᝏ化する。さらに、ᆅ࿡のຎ化、◁₍化の㐍行、ᆅୗỈのᯤῬ、℺₅に

よるሷᐖの発生などのၥ題に対ฎしなけれࡤᝏ化の一㏵を䭝ることになる。ୡ⏺の㏵上ᅜのேཱྀは 1970
年から 2005 年までに 2 ಸに増えたが、一ேᙜたりのᡤ得は 7.8 ಸに増大している。発展㏵上ᅜの生活

レ࣋ルが向上すれࡤ、⫗㣗が増えることで、␆⏘にᚲ要な✐≀は༢఩⫗㔞のᩘಸから 10 ಸをᚲ要とす

るので、㣗料事情はさらにタイトになる。ୡ⏺で最もᗈ大な㎰業ᅜは中ᅜであるが、㎰⪔ᆅのᆅ࿡は低

く、௒ᚋのᣑ大はᮇᚅできない。㎰⏘≀の最大の㍺出ᅜはア࣓リカであるが、もはや生⏘のᣑ大はᮇᚅ

できず、土ተのຎ化、Ỉ資源のไ⣙から、現状⥔持が㞴しい。၏一ᮇᚅができるのは༡ア࣓リカであり、

ラジルの㎰業にはなおᣑ大のవᆅはあるが、᳃ᯘ保全も重要であり、またୡ⏺の✐蔵になるだけの容ࣈ

㔞はᮇᚅできない。また、㏆年の中ᅜ、インドの⤒῭発展は目ぬましく、㣗料㟂要も大きく増大してい

る。このような事情から、ୡ⏺の㣗⣊事情はᛴ㏿に䭤㏕に向かっている。2005 年ではୡ⏺の 8.5 ൨ே、

2009 年で 10.2 ൨ேがᰤ㣴୙足にあり、毎日 2.5 ୓ே、年間 900 ୓ேが㣹Ṛしている。ୡ⏺の多くのඛ

㐍ᅜでは㣗料の自給⋡が 100㸣を㉺えているが、၏一日本は 40㸣をษり、✐≀においては 27㸣しかな

い。これは໭ᮅ㩭の 53㸣をୗᅇり、大きなリスクをᢪえているのである。一方日本のேཱྀは 2010 年で

1 ൨ 2535 ୓ே、5 年๓より 37 ୓ே減りึめて減少に㌿じ、2050 年には 1 ൨ேを๭るとண されてい

る。徳川時代、㙐ᅜの 300 年間は 2700 ୓ேが⥔持されてきたが、現ᅾの日本の⪔ᆅはỤᡞ時代の 300
୓ ha から現ᅾ 480 ୓ ha になっている。それでも日本のໟ容ຊは 4,300 ୓ே分しかないのである。 

 

㸲㸬二㓟化Ⅳ⣲ ᬮ化論࡬のᡤ見 
 Ẽೃኚ動に関するᨻᗓ間パネル IPCC(Intergovernmental Panel on Climate Change)が 1988年にタ

❧された。これは、ᅜ㝿連合環境計画㸦United Nations Environmental Program: UNEP）とᅜ連のᑓ

門機関であるୡ⏺Ẽ象機関㸦World Meteorological Organization: WMO）によってタ❧された⤌⧊で

ある。本来は、Ẽೃኚ動ᯟ⤌᮲⣙とは┤᥋関ಀのない⤌⧊であったが、科学的調査を行う機関のタ❧が

㐜れたために、IPCC がᩘ年おきに出してきた評価報告書(Assessment Report)が活用されるようになっ

てきた。2001 年の➨ 3 ḟ報告書にᆅ⌫のẼ が 1900 年㡭からᛴ上᪼を始め、その原因が⏘業㠉࿨௨来

のே間の᤼出した二㓟化Ⅳ⣲による ᬮ化のためだとỴめつけた。これを受けてẼೃኚ動㜵Ṇᯟ⤌᮲⣙

が⥾結され、2003年にはྛᅜが二㓟化Ⅳ⣲᤼出๐減のᯟ⤌ࡳをỴめたி㒔㆟定書が⥾結された。しかし、

最大の᤼出ᅜア࣓リカは、自らのᅜ┈に合ࢃないとして、ி㒔㆟定書から㞳⬺してしまった。さらに、

2007年に出された➨ 4ḟ報告書では、➨ 3ḟ報告書で ᬮ化のドᣐとして目⋢であった、࣍ッケーステ

ィックᅗを、⤫計的なデータฎ理が୙㐺ษであったとして、報告書から๐㝖することをవ൤なくされた。 

 これまでのところ IPCCが主ᙇする二㓟化Ⅳ⣲がᆅ⌫ ᬮ化の要因であるというドᣐはどこにもない。 

確かに、二㓟化Ⅳ⣲は 室ຠ果࢞スであるが、それがᆅ⌫ ᬮ化をᘬき㉳こしているという┤᥋的なド

ᣐは見ᙜたらない。௒から 4.5൨年๓の࢜ルドࣅス⣖からࢩルル⣖にかけて、二㓟化Ⅳ⣲は 4000ppmと

௒の 10 ಸ௨上もあったが、これまでのịἙᮇの中でも特にᐮ෭なịἙᮇで、二㓟化Ⅳ⣲の ᬮ化ຠ果

というものは㉳こっていない。⏘業㠉࿨௨㝆、ᆅ⌫の二㓟化Ⅳ⣲はḟ➨にຍ㏿しながら増大している。 
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                ᅗ 3 㢧ୡ代 6൨年のᆅ⌫環境ኚ化 

 

この間ᆅ⌫のẼ は 1910年から 1940 年㡭まで㯮Ⅼᩘが増えてኴ㝧活動が活発になって、上᪼して行っ

たが、1940 年から 1970 年にかけては㯮Ⅼᩘが減少し、それにつれてẼ も低ୗして行った。このこと

は、ᆅ⌫のẼ は二㓟化Ⅳ⣲の増ຍとは関ಀなく、ኴ㝧活動を┤᥋཯ᫎしてኚ化していることを♧して

いる。また、1991年にࣇィリࣆンの࣎ࢶࢼࣆⅆ山が大ᄇⅆし、ᆅ⌫のẼ が 2年間࡯ど上がらなかった。

このことは二㓟化Ⅳ⣲⃰ᗘが増ຍしても、Ẽ が上がらないことを♧している。これら୕つの現象は二

㓟化Ⅳ⣲がᆅ⌫の ᬮ化に┤᥋影響していないことを♧すものといえる。 

㸳㸬࣐グ࣐活動とẼೃኚ動 
 ᅗ 3からもう一つุることは、石Ⅳ⣖から୕␚⣖にかけて✵Ẽ中の㓟⣲が現ᅾの 21㸣にẚ࡭ 5๭も多

い 35㸣を㉸えていたことである。このことはそれ௨๓のࢩルル⣖、デ࣎ン⣖、石Ⅳ⣖๓༙の高 、高二

㓟化Ⅳ⣲⃰ᗘのᜨまれた環境で᳜≀のග合ᡂがᴟめて活発となり、多㔞の᳜≀が⦾ⱱ、それがᇙもれて

石Ⅳᒙをᙧᡂした。それにకい᳜≀のග合ᡂが生ࡳ出す㓟⣲の増ຍにకい、動≀の⦾Ṫも᪲┒となり、

ᕧ大なトン࣎が㣕ࡧ交い、ᜍ❳が㜏ṌするᜨまれたẼೃ環境となった。 

ᅗ 3の㢧ୡ代のẼ のኚ化はおよそ一൨年వりの周ᮇで㉳こっていることがࢃかる。これはᆅ⌫の࣐

グ࣐活動の周ᮇ的ኚ化と関連がある。ᆅୗの࣐グ࣐がスーパープルー࣒として上᪼し、㉸大㝣に྿き上

がり、ⅆ山活動が活発となって㉸大㝣の分⿣をᘬき㉳こすと、Ẽ が上᪼し、཯対にコールドプルー࣒

が࣐ントルにỿࡳ㎸ࡴと、大㝣が集まって㉸大㝣をᙧᡂし、ᐮ෭なịἙᮇがゼれる。ᆅ⌫はこのような

㉸大㝣の分⿣とᙧᡂを⧞り㏉してきた。6 ൨年௨๓の全⌫෾結時代はࢦンドワࢼ大㝣のᙧᡂにకうịἙ

ᮇであり、その㉸大㝣が༡ኴᖹὒスーパープルー࣒で分⿣し、いࢃゆる生≀のカンࣈリア⇿発を⤒て、

生≀の大㐍化が㐍ࢇだ。3 ൨年๓๓ᚋには石Ⅳ⣖から࣌ル࣒⣖にかけてパンࢤア大㝣がᙧᡂされ、෌ࡧ

ịἙᮇとなった。この㉸大㝣はアࣇリカスーパープルー࣒の上᪼で分⿣し、௒日に⮳っている。1.5 ൨

年๓の白ள⣖は༡ኴᖹὒスーパープルー࣒で ᬮであったが、3000 ୓年๓㡭からᐮ෭化が始まり、200

୓年๓から本᱁的なịἙᮇにධり、௒日に⮳っている。現ᅾはᖾ㐠にもその間ịᮇにあるので、 ᬮな

᮰の間をா受している。一୓年వり続いた間ịᮇは࡯どなく⤊↉を㏄え、あと 10 ୓年は続くとᛮࢃれ

るịἙᮇに᚟ᖐするᑍ๓にある。特に石ἜᯤῬᑍ๓の௒、これからの本᱁的なịἙᮇにഛえて最もᛴが

原子ຊが最も࣒ならないのは、十分なエネルギー౪給యไの確保であろう。それにはやはりトリウࡤࡡ

᭷ຊなೃ⿵であるとᛮࢃれる。 
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